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2C13 日本企業におけるレジリエンス 構造について 

0 竹下真由，渡辺千個 ( 東工大社会理工学 ) 

].  序 持 (2) 現在の企業環境 

    Ⅰ 研究の背 崇 バブルの崩壊後、 不況が長引き、 企業の体力は 低下 

].].1 企業の自己回復 カ 
した。 事業の拡大化と 効率化が同時に 進み・リスクに 

直面時の影響が 従来よりも大きなものとなった。 情報 
資本主義経済において、 企業は自己調整 力 を持って 

技術は発達し、 影響の伝播速度も 速くなった。 
いる ( 図 1 参照 ) 。 景気が落ち込んだ 時等、 放っておい 

ても数年で元に 戻る復元 力 があ る。 これは企業を 取り 
企業自らの発展による 巨大化、 迅速化、 国際化によ 

巻く環境の変化に 応じて、 経営者が自動的にそういう 
る 環境の変化に 対する認識の 遅れも目立っ。 高度経済 

反応をして、 調整、 刷新をするからであ る。 
成長時は成長によって 吸収されたリスクも、 高度成長 

の 終わりとともに 顕著に表れてきた。 

1.].3 エ コシステムからの 示唆 
景気の上昇 

エコシステムの 考え方は、 現在アメリカにおいて、 

下降 / 
経済の競争力戦略の 中で構想されており、 これは 

"National Innovation  Ecosystem" と呼ばれている。 こ 
自己調整による 回復期 

図 1. 景気循環 
こでは、 企業の回復 力 と生物の回復力は 類似している 

点に着目する。 Marten. (2001) によると、 予期せぬ障害 
しかし近年、 一つの事件や 事故をきっかけとして、 

にもかかわらず 本来の機能を 維持する生態系の 能力に 
企業が存続できなくなっている。 従来問題にならぬか 

ついて・ レジリエントな 能力を有するという。 
った 事件や事故が 企業に大きな 影響を与えるようにな 

ってきたのだ。 これを経済の 分野に適応する。 watanabe et 

al. (200 わによると外的な 変化、 ショック、 危機からの 
    ].2 企業環境の変化 

回復 ( への適応 ) 能力であ る。 またリスタに 対する 弾 

従来あ まり問題にならなかったリスクが 企業に大き 力 性であ り、 組織全体に影響する 様々なリスクや 脅威 

な 影響を与えるようになった 原因として、 企業を取り に耐え、 新たなリスタに 適応する組織的な 能力であ る。 

巻く環境が大きく 変わったことが 考えられる。 
].2 仮 説 

(1) 従来の企業環境 
以上のような 背景のもと、 以下の仮説が 整理される。 

高度経済成長のもと 豊かな経済環境があ り、 その 経 OlK 企業は本来的能力としてレジリエンス 構造を持つ。 

済 環境を背景に 損害を吸収できる 含み損という ヘッ、 ジ (2) リスクに強いか 弱いかで、 レジリエンス 構造には 違 

があ った。 護送船団方式の 保護があ り、 株式持合いの いがあ る。 (3) 業種による特徴と 企業固有の特徴、 更に 

中で安定した 経営ができた。 メインバンク 制度により この 2 つの相互作用があ る。 (4) レジリエンス 構造の違 

万一の場合は 銀行が支えてくれる、 日本型リスタ 対応。 いは、 実際のビジネスモデルにも 現れている。 

一 851 一 



].3 研究の目的 式 (3) の タ を用いて、 以下の統計量を 作る。 

先 04 つの仮説の実証を 通じて、 以下の命題を 明ら   
かにする。 (1) リスクに強い 企業の要因を 探る。 (2) リ 

スク対応力は 企業に蓄積されることを 指摘。 ( がそれら 

は企業のレジリエンス 構造に根ざすことを 実証。 

].4 研究の範明 

本研究では、 日本の代表的産業として、 電気機械 (24 

社 ) 、 製薬 (33 社 ) 、 自動車 (11 社 ) 、 化学 (33 社 ) 、 

食料品 (43 社 ) の 5 つの産業を対象とする。 対象期間 

は 1978  年から 2003  年までの 26  年間であ る。 

(4)   
ここで、 哺は グ 1 の分散の推定値であ る。 式 (4) を一般 

に 、 ダービンの 力 統計量と呼ぶ。 

2.2 分析のフレームワーク 

OIS 支配要因の弾性 値 構造により、 企業のレジ リエ 

ンス構造を評価するため、 分析モデルを 考える。 

2.  分 析 

2.]  分析手法 

経済活動のより 具体的な分析にあ たり、 変数間に ラ 

グ のあ る影響を考慮する 必要があ る場合もあ る。 あ る 

期に起こったことがすぐその 期で効果を出しきらず、 

ラグをもって 影響を与えることが 考えられる。 ラグ 付 

き内生変数を 含む一般的なモデルは 以下のよ う であ る。 

2.2.] 棚成要 帝 

国家戦略や社会制度といった 、 国や時代の影響を 考 

慮するため・ 景気と 円 レートを構成要素とする。 企業 

の属する業種独自の 特性を考慮するため、 業種の競争 

環境を構成要素とする。 以上の 3 つを他律的支配要因 

の代表とする。 さらに、 企業自身の持つ 特性を考慮に 

入れるため、 新機創出性と 外国人持株比率を 構成要素 

とする。 以上の 2 つ き 自立的支配要因の 代表とする。 
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また実際の分析において、 系列相関の検定を 行う必 

要があ るが、 説明変数の中に 被説明変数の さグ が含ま 

れる式 (1) のような回帰モデルにおいては、 系列相関の 

ための検定統計量として、 ダービンの；統計量を 使う 

のが適切であ るとされている。 ダービンの 力 統計量は 

以下のように 示される。 まず式 (1) のモデルを最小 2 乗 

法 で推定し、 銭差 ガ ii ヰ 1,2,       摂 ) を求め、 クの 推定 

を行う。 

る Ⅰ 
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図 2. 構成要素間の 関係 

2,2.2  レジリエンス 構造モデル 

5 つの要素を考慮した、 レジリエンス 評価モデルは 

以下のように 示される。 

OIS@=@F(CI ， YR ， SV ， FS ， FD) (5) 

これを 1 次項までテーラー 展開し、 

Ino Ⅰ ざヰ Ⅰ +5lnC Ⅰ +clnyR 
(6) 

+d¥nSV+e¥nFS+ Ⅰ ¥nFD 

ここで、 

lnoIS= 晩 +(E.ln ユ ㍉ + ‥ う (7) 
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のような構造を 持つレジリエンス 評価モデルの 弾性 値 な 特性を有している。 それ故、 他業種と好対照に 高 0IS 

与は、 を 持続している ( 図 3 参照 ) 。 電気機械産業と 自動車産 

9！n｛IS 業は類似の OIS 支配要因の構造を 持つが、 自動車産業 
(8) 

ど   ・ 一 - 9¥nX ・ のほうが電気機械産業に 比べると競争環境の 激化によ 

る 変動は小さい。 電気機械と自動車は 類似の構造を 持 
で 定義されるので、 高不確実性の OIS 支配要因に対し、 つが、 電気機械の方が 競争環境の激化がよりマイナス 

弾性植毛が小さいほど 変動を受けにくいといえる。 
要因となる。 これは競争環境が、 自動車産業は 小さい 

OIS の支配要因 プが 他律的で不確実性が 大きいとき、 
ことの影響が 考えられる ( 図 4 参照 ) 。 しかし電機機械 

@E,l く Eo であ り、 支配要因 f が自律的で、 不確実性が 
産業においては、 新機能創出性が 特に強いプラス 要因 

小さいとき、 0 くど 0 く E, であ れば、 レジリエントな 特 
になるという 特徴もあ る。 

性を保有しているといえる。 
化学産業は医薬品産業に 近 い 構造を有しているが、 

医薬品と比較すると 競争環境に弱いと。 為替が OIS 支 

3, 分析結果とその 評価 紀要因として 有意ではなく、 決定係数もさほど 大きく 

3.] 業 名曲分析 ない点を考えると・ 化学産業の OIS 支配要因には 上記 

業種間分析の 結果を表 1 に示す。 03 つ とはまた違 う 要素が必要であ ると考えられる。 

表 1  業種間分析の 結果 
食品産業では、 このモデルがあ まり有用でないと れ 

湊社 沃瓶 あ 待 蝸 や紬 授 托臆 % が， 己 漣巷墳 " 田む。 い れ 
える。 その理由として、 食品産業の中で、 細かく分類 

挺 俵穏絨                                                             11-11             せずに、 一まとめにしたことも 原因と考えられる。 

品 問 。 憶 ll と @ i l% 
<1 9i                                                                                           l Ⅹ -   

つ掩暁                                                                         。 ', 「                 
                                                                            1 >       

    

な 品                 l.@l に                       -<nc                                 化学     食品 

                                                          J Ⅰ @1                           l ヌ @ 005 "" 一 @  --@     

OlS の支配要因として、 5 つの産業全てで 景気の説   

開力 は 有意であ る。 食品において、 円 レート、 競争環 図 3. 売上高営業利益串の 推移 

境 、 新機能創出らの 説明 力は 有意ではなく、 OIS の 構       
    

造 をほとんど説明できていない。     Ⅰ 器 仮枕 
    

医薬品、 化学、 食品は、 電気機械、 自動車に比べて     自助 ウ   
景気の変動に 強い。 その他の要因についても 同様に見   

ていくと、 医薬品は、 電気機械、 自動車に比べて 円レ   

1978 1982 1986 1990 1994 1998 2002 @ 
一トの 変動に強い。 また医薬品は、 電気機械、 自動車、 

化学にと ヒ べて競争環境に 強い。 そして電機機械におい 図 4. 競争環境の推移 

ては、 新機能創出がプラスで 有意であ る。 3.3 企業向分析 

3.2 評価 
企業間分析の 結果、 業種としてはレジリエントな 特 

医薬品産業は 他の産業に比べて、 景気、 為替、 競争 性を有していない 業種に属していても・ 企業としては 

環境の影響を 受けにくい。 医薬品産業はレジリエント レジリエントな 特性を示す企業が 見られた。 
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上記のような 特性を持った 企業のうち特に、 自動車 次に、 企業間分析によって、 業種としてはレジ リエ 

産業 2 社のレジリエンス 評価モデルの 構造変化につい ント な特性を有していない 業種に属していても、 企業 

て 分析した。 分析結果を表 2 に示す。 としてはレジリエントな 特性を示す企業が 見られた。 

表 2  構造変化の分析 拮果 
企業には業種としての 特性のほかに、 企業固有の特性 

分 圭各 患 億 馬持 技 キ穏媛 持援 地球 輯ぬ船れ出 牡俺喪化 定紋 額 
があ ることが実証できた。 

                ． I 11                   -P 10             -i 13 2 打 4 件 
l3 ほ ffi.>l..   l@ 田 @ 。                         @   1<S)                                                           リスタに強い 企業は、 優良なレジリエント 構造を内 
            ()<)) Ⅰ ) レた           

h@@ 子 @[ 哲 )n3 1 れヨ， @)               0 ミ 6   O@xm 述 「 3   ハ 1@l           包 しており、 それはその企業の 属する業種に 根ざすと （ f Ⅰ リ 6 -0 @ 0 1 毛 ， @ n 79@y ユセ出 l     ころが大きい。 一方で、 非レジリエントな 業種であ っ 

ても、 企業体としてレジリエントな 特性を有する 企業 

表 2 で示されるように、 これらの 2 社は構造変化が も存在していた。 それは、 企業固有のレジリエンスに 

起きていた。 特徴的なのが、 トョタ の競争環境に 対す 卓越したビジネスモデルに 依拠していると 考えられる。 

る 結果であ り、 競争環境の激化に 対して、 01S が強く 
4.2 今後の紬 題 

プラスに反応する。 
今回の研究で、 業種特性と企業特性についての 分析 

3.4 企業問分析の 評価 
はできたが、 相互作用についての 分析はできていない。 

競争環境の激化に 対して、 OIS が強くプラスに 反応 今後の課題は、 業種特性と企業特性の 相互作用につい 

したということは、 強 競争体質を持っていると 考え 5  て分析の深化であ る。 また構造変化についての 分析を 

れる。 トョタ の強みは、 強 競争体質にあ るといえる。 深め、 リスタを超えたことでの 影響を分析し、 リスク 

構造改革の起こった 年から、 さらに検証する。 トヨ 超越によるレジリエンス 構造の変化を 検証。 企業が り 

タは 1991 年から構造改革が 起きたが、 この年はまさに スク に強くなっていく 過程を実証する。 実際のビジネ 、 

パブル崩壊の 直後であ る。 1990 年代のメガコンピティ スモデルとの 相関についても・ 深化したい。 

、 ンコ ンに即応して、 モジュール化・アジ ャ イル生産と 

いった構造改革を 実行している。 さらに 強 競争体質を 携 孝 文献 

構築したことが、 現在 トョタ が GM をも凌駕しょうとす         Kaldor,N Dieckmann ・             ,‖nd：ernere,ヽ A¨ew｀odel｛f・conomic；rowth"・ ， ,・ 
る 国際競争力の 源泉となっている。 一方日産では、 1999 Evolving@ Biodiversity   2004   

    Watanabe         and Nagamatsu             Sources of Structural 

年 より構造改革が 起こったが、 この年はまさにゴ ーン Stagnation@ in@ R&D@ Intensity@ in@ Japan   s Electrical 
Machinery@ Industry   Technovation   in print2   2002   

改革の始まった 年であ る。 日産は積み上げてきた 経験 4.  Watanabe, C., andY 。 ， hlka,,, G., " An                   Analysis 

基盤に加えて、 きっかけを得ることにより 優良なレジ 5. of：irmヽevitalization！nnovation"・ Odum,・ ， P ． ,・ 
リエンス構造を 有する企業となったと 考えられる。 

York       1963   

    Pimentel         Westra         and Noss             Ec0   og   c3   
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4.]  結 論 
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いということがわかった。 よって、 医薬品産業はレジ 
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